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はじめに
本稿は，若年層を中心に利用者が拡大するソー
シャルネットワーキングサービス（以下，SNS）
に着目し，SNS 利用者における「世間」の考え
方について考察するものである。
SNS 利用者の拡大に伴い，その使い方やマナ
ーについて負の側面がマスメディアに取り上げら
れるようになった。社会常識を逸脱したと思われ
るような行動が，SNS 上に写真や書き込みとい
った形で投げ込まれている。一方でユーザーであ
る学生は，こうした出来事を明日は我が身ととら
えておらず，一部のユーザーによる常識を逸脱し
た行動だと言う。
本研究では，学生の SNS 利用実態とともに，
学生のマナーに関する意識を「世間」という概念
でとらえた分析を試みる。
1.研究背景
総務省平成 25 年版情報通信白書（1）によると，
日本における携帯電話・PHS とパソコンの世帯
普及率はそれぞれ 94.5％，75.8％である。特にス
マートフォン利用者の急増が顕著で，前年比 20.2
ポイント増の 49.5％となっている。携帯電話やパ
ソコンの普及率は 8 年ほど前から鈍化しており，
飽和状態にある。ここ 3 年ほどの動きとして，携
帯電話はスマートフォンに，パソコンはタブレッ
ト型端末へとメディア利用は変化した。ハードの
利用状況が変化する中で注目され始めたのが，
SNS 利用である。前掲白書によると，インター
ネット利用者のうち，SNS 参加者は 16％程度に
とどまってようにみえるが，年齢による差が顕著
で，20 歳代でおよそ 30％，その後年齢が高くな
るにつれて利用者が減っていく。
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代表的 SNS として，アメリカを中心に利用者
を拡大してきた Twitter，Facebook に対し，日
本発のサービスである mixi，GREE，LINE など
が挙げられる。特にここ数年，学生の利用動向と
して mixi から LINE への移行がみてとれる。ゼ
ミナールや演習実習など，少人数の授業かつ授業
時間外に課題をこなす必要のあるような形態の授
業における連絡手段として，学生達は LINE を利
用しており，「LINE を利用していない人がいる
と，連絡するのに困る」といった意見を耳にする
ようになった。LINE は，2013 年 11 月には利用
者が 3 億人を突破し，そのユーザーが若年層に偏
っていることが発表されている（2）。それぞれのサー
ビスには特徴があり，mixi や GREE，Facebook
は招待性，コミュニティ参加について管理人の権
限の付与，実名登録など，ある程度の縛りをかけ
ることで，コミュニティとしてのつながる力を強
化しようとする方向のサービスなのに対し，
Twitter 上のつながりは非常に緩い。実際 Twitter
社は自らの提供するサービスは SNS ではないと
公言している。しかし，つぶやきを通じて，人と
人をつなげようとする仕組みは社会的な絆を結ぶ
意味で，広くとらえれば SNS という範囲内に収
めることができよう。
しかし，一方では SNS サービスを利用した問
題が社会問題化している。SNS 上に掲載された
写真を含めた投稿内容への反発が，インターネッ
ト掲示板やそのまとめサイトでとりあげられ，炎
上する。更にインターネット上での騒ぎが，マス
メディアで報道されることによって，より広範な
人々に問題として認知されるケースが増加してい
る。2013 年夏，コンビニエンスストアのアルバ
イト店員が，アイスクリームケース内に横たわっ
た写真を掲載し，炎上したのを皮切りに，店の冷
蔵庫に入る，廃棄処分食材の上に寝そべるなど，
同様の投稿がインターネットユーザーによって発
見され，次々に炎上していった。こうした動向が
マスメディアに取り上げられることによって，問
題の店舗では当該店員を解雇，一時休業や店舗閉
鎖などの対応をとり，利用者にお詫びをしている。
ネット空間における出来事がマスメディアに取り
上げられ，認知が拡大していくさまは，まさしく
「間メディア性」（遠藤 2004）のなせる技である。
しかし学生とこうした話題について議論する
と，「信じられない」「自分は絶対にやらない」な
ど，自分とは関係のない世界の出来事であるかの
ような発言が多い。ユーザーであるにも関わらず，
なぜ自分はこうしたことに巻き込まれないし，自
分は絶対にやるはずがないという自信を持ってい
るのだろうか。ユーザーとしての自分と，その他
利用者やマスメディアで取り上げられる出来事へ
の解離があるのではないかという疑問が，本研究
の着想点である。また，SNS を利用する学生達は，
「自分の書き込みが多くの人に見られている」と
いう意識は希薄だと話す。公開される範囲を限定
しなくても，限られた友人しかどうせ見ていない，
自分の書き込みなど多くの人に注目を集めるもの
ではないのだという認識を持っているようであ
る。ただし，SNS を通じた友人関係は非常に重
要なもので，多くの人が利用するサービスを利用
しないことで，ある種の仲間外れ感も感じている。
周りにいる友人や，SNS 上の友人（この場合，
あまり親しくはないが同じ大学，同じ地元といっ
た何らかの結びつきによって発生した友人関係も
含まれる）とのつながりは意識する一方で，全く
知らない見ず知らずの他人は軽視しているような
人間関係を垣間見ることができる。例え SNS 上
とはいえ何らかのつながりのある人との関係性を
「世間」という言葉でとらえるとするなら，彼ら
にとっての「世間」は途方もなく大きいように感
じられる。逆に，見ず知らずの他人を意識しない
ということを突き詰めていけば，「社会」をあま
り意識できていないということにはならないだろ
うか。本研究では併せて彼らにとっての「世間」
とは何かを考察していく。
上記研究の目的を達成するため，以下の仮説を
立て検証していくこととした。
研究仮説
1， 身近な人からの評価を気にする一方，見知ら
ぬ他人から自分がどう思われているのかを意
識しにくい。
2， SNS を頻繁に利用している者ほど，研究仮説
SNS 利用者にとっての「世間」に関する一考察 277
「1」のような傾向が強い。
2.先行研究の整理
SNS の利用者に関する研究は，社会心理学，
情報社会学，情報行動論といった分野で活発に行
われている。しかし，世間と SNS 利用に関する
研究はまだ少ない。というのも，世間という概念
の定義が非常に曖昧なものであるため，社会学領
域では研究対象として扱いにくい。
日本における「世間」の考え方として，阿部謹
也は「世間とは，身内以外で，自分が仕事や趣味
や出身地や出身校などを通して関わっている，互
いに顔見知りの人間関係のことである。したがっ
て世間は，一人一人にとって異なっており，世間
が広い人もいれば狭い人もいる。しかしいずれに
しても日本人の交際範囲が世間をでることは希で
ある。」（阿部 1992）と述べている。この定義に
従えば，まさしく SNS 上で展開されている人間
関係は「世間」そのものであり，SNS でのつな
がりは「世間の可視化」であると考えられる。ま
たこの考え方に従えば，mixi における招待制は
非常に強く世間を意識させるシステムだといえ
る。何らかの関係性がないと環にいれてもらえな
いのだから，mixi 内で何らかのアクションを起
こすことは，世間に見張られることを意味すると
考えられる。
実際，電子メディアの普及によって，特に子ど
もの世界に「プチ世間」が現れたという指摘をし
たのが佐藤直樹である（佐藤 2001）。佐藤は「『世
間』では『個人の時間』ではなく『共通の時間』
を生きているので，『みんな同じ』であることが
要求される。（中略）『他人と同じ』であるために，
常に『他人に配慮』しなければならなくなる。」
と述べる。インターネットを通じたメールのやり
取りはまさに，「贈与・互酬関係」にあたる。お
歳暮やお中元といった季節事の心づけといった習
慣，年賀状や暑中見舞いも「贈与・互酬関係」に
あたるといえよう。贈ったものに対し，返礼する
のは当たり前といった感覚は裏を返せば，お返し
の催促であり，そうした相手に対する気遣い，つ
まり配慮である。「メールにはすぐに返信するべ
き」，「返事がないと不安になる」人ほど，メール
のやり取りを頻繁に行っているという研究成果が
あり（中村 2001,2003），メール依存の人ほどこの
贈与・互酬関係つまり，世間に縛られているとい
える。「出る杭は打たれる」ということわざは，
この世間という独特の概念をとらえた，非常にう
まい言葉であるといえよう。みんな同じであろう
とするあまり，世間の中では常に自分以外の他者
に気を配っていなければならない。そこから逸脱
することは許されない。これを佐藤は「つながっ
てなくちゃなんない症候群」と呼ぶが，特に子ど
もにはこの傾向が顕著にみられるという。人間は
成長とともに人間関係を拡張させ，自己と他者の
区別をしていくのが常であるが，人間関係の拡張
にインターネットというメディアが取り込まれる
ようになり，その中で繰り返される贈与・互酬に
よって，幼い頃から世間を強く意識するようにな
ってしまうという危険が指摘されている。
しかし，日常生活において人は，あの人からこ
の人までが世間という風に強く意識していない。
井上忠司は「人はいったい，どこから『世間』と
よび，どこまでを『世間』とよぶのであろうか。
そのテリトリーを規定するものは，客観的に存在
するところの基準ではけっしてない。それはきま
って，私たち個々人の主観のがわにあるからだ。」
と述べている（井上 1984）。世間の範囲は主観に
よってのみ決められており，客観的に定義するの
は難しいという指摘であるが，その理由として佐
藤は「『世間』とはあくまでも私たちの共同観念
がつくりだした一種の共同幻想にすぎない」とし
ている（佐藤 2001）。
かつてリップマンは，ジャーナリズムの描く現
実は頭の中の絵に過ぎない，つまりマスメディア
の 描 く 現 実 は 疑 似 環 境 で あ る と 論 じ た が
（Lippmann1922），SNS というメディアはまさに
疑似的な世間を我々に提供しているメディアであ
るといえよう。世間という概念に関する先行研究
を紐解くことで，一種の共同幻想を抱かせるのに
役立つツールとしての SNS の姿が浮き彫りにな
ってきた。
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3.調査概要
先行研究を踏まえ，質問紙を作成し，仮説検証
のためにアンケート調査（3）を行った。
3.1　調査対象者，調査方法
a. 調査対象母集団： メディアコミュニケーショ
ン学部マス・コミュニケー
ション学科 1，2 年生
b. 標本数：有効回答数　158
c. 調査時期：2013.10.29（火）
 4 限マスコミ総合Ⅱ（2 年生必修科目）
 5 限マスコミ基礎（1 年生必修科目） 　
d. 調査方法：自己記入式アンケート調査
3.2　質問事項
属性（性別，学年），利用端末の種類，利用し
ている SNS の種類，利用歴，利用時間，サービ
スごとの利用状況（フォロワーや参加コミュニテ
ィの数など），SNS の効用，モバイル利用の効用，
世間の考え方
4.調査結果
まず初めに，属性を整理しておくと男性 55.7％，
女性 44.3％，学年は 1 年生 50％，2 年生 50％と
なっている。それぞれマス・コミュニケーション
学科の必修科目において調査を行ったため，学科
構成と一致しており，マス・コミュニケーション
学科 1，2 年生の代表的見地といえるデータ構成
をしていることを断っておく。
まず初めに，利用しているモバイル端末につい
てたずねたところ，ガラパゴス携帯（以下ガラケ
ー）6.3％，Android47.5％，i-phone44.3％，複数
台所有が 1.9％となっていた。「今更ガラケーを持
っているのはカッコ悪い」という意見もあり，学
生の間では Android が主流になっていることが
わかる。
次に，利用している SNS をたずねた結果が図
1 である。SNS を全く利用していない学生はわず
か 1 名で，それ以外の者はすべて何らかのサービ
スを利用していた。LINE 利用者が圧倒的に多く
96.8％，次いで Twitter（88.6％），Facebook（74.1
％）と続く。mixi は 32.3％となっており，「mixi
疲れ」という言葉がインターネット上に出回った
り，先行研究から mixi のシステムは，世間にが
んじがらめにされると指摘したが，学生は mixi
離れを起こしていることがよくわかるデータであ
る。また，平均 3.2 種類の SNS に加入しており，
多い人は選択肢として用意した 8 種類すべての
SNS に加入するなどの行動が見られた。
利用者に，最も利用しているサービスをたずね
たところ，図 2 のようになった。最も利用されて
いるのは Twitter（45.9％）で，LINE（42.5％）
が続く。利用者が多い割に，Facebook を最も利
用していると回答する人は 2.5％にとどまってい
ることから，Facebook は，他の SNS を補足す
る位置づけとしての使い分けが行われていること
が見てとれる。
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図 2　最もよく利用する SNS（％）
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SNS 利用歴に学年や性差は見られないが，図 3
に示したように，SNS の利用時間については，
女子学生の方が圧倒的に長時間利用であることが
わかる（p<.01）。
次に，SNS を利用することで得られる効用に
ついてたずねた結果が図 4 である。なお，この質
問について「はい」か「いいえ」の 2 段階での回
答を求めた。SNS を利用することによって「友
人関係が良くなった」と感じる人も 74.1％いるが，
利用することで「友人関係は悪化した」と感じる
人も 31.6％いる。同じように利用することによる
損得についても，「得をしたことがある」と回答
する割合が 84.8％を超えている一方，43.7％は「損
をしたことがある」と回答している。こうした，
利用することによって利益も得られるが，逆に不
利益を被るという感覚は，携帯電話の普及段階で
よく見られた現象である。モバイルメディアとい
うのは，使えば使うほど便利になるものではなく，
使えば使っただけ窮屈さを感じさせるものである
が，SNS にも同じことがいえることが確認でき
る。更に，利用者の 44.2％は「SNS をやめたい」
と思っているなど，SNS 疲れしている様子を見
てとれる。なお，これら SNS の効用について，
性差や学年差，利用頻度や利用歴による統計的有
意差は確認できなかった。
図 5 は，効用項目についてクロスをとってみる
と，「SNS をやめたいと思ったことがあるかない
か」によって，効用の得られ方が違うことがわか
った（p<.000）。SNS をやめたいと思ったことが
ある人のほうが，「友人関係が悪化」したり「損
をしたことがある」とネガティブな意識を持ちや
すいことがわかる。特に友人関係の悪化は SNS
をやめたいと思う要因としてかなり強い影響を持
っていると考えられ，SNS によって縛られた人
間関係によるストレスを感じていることを印象づ
けるデータである。しかし，やめたいと思っても
実際には継続し続けていることから，やはりここ
でも「世間」からの逸脱が許されない，もしやめ
たら取り残されるのではないかという不安にから
れているのではないかという側面を伺うことがで
きる。
また，今回の調査ではモバイル端末を使うこと
で得られる効用についての質問も併せてしている
が，その結果を示したものが図 6 になる。SNS
の効用と同じく，「はい」か「いいえ」の 2 段階
で回答してもらったところ，最も多かったのは「外
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の効用（％）
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出中，充電が減ってくると不安になる」の 67.7％，
次いで「メールや LINE で返信がこないと不安に
なる」（43.0％），「常に電源が入っていないと不
安になる」（38.0％）と続く。スマートフォンが
普及するようになって便利になった反面，充電の
消耗の早さは，ユーザーなら気になるところであ
るが，多くの学生が充電の減りに不安を抱いてい
ることがわかる。充電が減る＝電源が落ちること
を意味し，コミュニケーションツールとして役に
立たなくなる，ゲームや音楽を聴けなくなるなど
の被害をこうむりたくないという意思の表れだろ
う。また，モバイルを利用することによるネガテ
ィブな感情として，「イライラ」よりは「不安」
を強く認識していることが見て取れる。
アンケート調査の最後に「世間」についての考
え方を知るため，12 の質問項目に対し「よくあ
てはまる」「まあ，あてはまる」「あまりあてはま
らない」「まったくあてはまらない」の 4 段階で
回答してもらった。そのうち「よくあてはまる」
と「まあ，あてはまる」と回答した人の割合を示
したものが図 7 である。
80.4％の学生が「友達や家族など身近な人を大
切にしている」についてあてはまると回答してい
る。阿部の世間の定義でいえば，家族を除く「友
達など身近な人」はまさに「世間」であり，世間
の内部にいる人は非常に大切にしているという認
識を持っていることがわかる反面，やはり世間に
縛られている姿も浮かび上がってくる。
次いで「社会的なマナーを守っている」（75.3％）
となっているが……日頃の授業態度などを見てい
ても，彼らにとっての「社会的マナー」は一体ど
ういうことを指しているのか，詳しく調査してみ
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図 7　世間についての考え方やとらえ方（％）
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図 6　モバイル利用の効用（％）
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たいと思うような評価の高さである。しかし，何
らかの形で定義された「社会的マナー」について，
守っているというある程度の自信が伺える。
5.分析
では，先に挙げた仮説を検証するべく，分析を
試みていく。
まず，「仮説 1，身近な人からの評価を気にす
る一方，見知らぬ他人から自分がどう思われてい
るのかを意識しにくい。」を検証する。前掲の図
7 にあるように，「友達や家族など身近な人に親
切にしている」「友達から信頼されている」こと
については非常に高く評価している。しかしその
一方で，「見ず知らずの他人が自分をどう評価す
るか想像できる」と回答した学生は半数をきって
いる。ある学生に言わせると，「想像はできるが，
赤の他人からの評価は気にしていない」のだとい
うことらしい。それは現実世界においても SNS
の世界においても同じで，「誰かに見られること
を前提に書き込みをするが，わかる人にはわかる
（身近な人は理解することができるが），自分を知
らない人にとってはゴミみたいな内容なので，気
にもとめないだろう。だから，人から見られてい
るという意識を持ち，想像することはできても，
あまり自分とは関係のないことだと感じる。」の
だという。
また，「友達の評価」より「目上の評価」の方
が気になるという回答者が多い。大学やアルバイ
ト先の先輩，高校時代の恩師や先輩など，成長過
程で出会う目上の人間は親や親戚以外にも多くい
るはずであるが，自分をどう評価するのかを気に
しているということは，裏返せば，どう評価して
いるのか想像がつきにくいということができる。
その意味では，彼らは自らの「世間」に内在させ
ている，自分より年齢や立場的に上の者からの視
線を気にしている傾向にあるといえよう。
しかし，残念なことに，「ニュースは自分とは
関わりのないものだと思っている」「自分とは関
わりのない人を思いやる必要はない」と 3 割強の
人があてはまると回答している。メディアエコロ
ジー的な観点からいえば，ニュースは自らが環境
に適応していくために必要不可欠な情報であるの
だが，それを「関わりがない」と考えてしまうこ
とは，環境からの逸脱を意味している。「自分と
は関わりのない人」つまり阿部の定義でいうとこ
ろの，「世間」にいない人を意味するが，これら
を意識することが出来ていない。「ニュースは自
分とは関係のないもの」と思っている人ほど，「関
わりのない人を思いやる必要はない」と考える傾
向があり（p<.000），このような認識を持ってい
る人ほど「社会的マナーを守っていない」傾向に
もある（p<.000）。つまり，社会的マナーとは，
自分の置かれた環境の中から理解するということ
である。そもそも置かれた環境を知ろうとせず，
適応しない結果，社会のマナーから逸脱していく
関係性にあるということだ。しかし，社会に適応
していない人ほど，世間は強く意識している傾向
にある。実は，「ニュースは自分とは関係ない」「関
わりのない人を思いやる必要はない」と思う人ほ
ど，「身近な人を大切にしている」と考える傾向
にあった（p<.000）。身近な人，周りにいる人は
大切にするがそれ以外は関係がない，といったシ
ンプルな理論なのだろう。つまり，こうした考え
を持っている人は「世間」の中で生きており，そ
れが全てであって「社会」の中では生きていない
ということだといえよう。大事なのは「世間」，
であって「社会」ではない。世間は非常に主観的
概念であるが，客観的概念の中から導き出した「世
間」の有りようとはやや異なる性質をもつ「世間」
観というものが垣間見える結果となった。よって，
仮説 1 については支持された。
次に，「仮説 2，SNS を頻繁に利用している者
ほど，研究仮説「1」のような傾向が強い。」につ
いて検証していく。
今回の調査において，SNS を頻繁に利用して
いる者をしての分析軸は，「利用サイトの多さ」「利
用頻度」「利用時間」となっていた。実は，これ
らの項目と，世間に対する考え方の項目には統計
的有意差はみられず，仮説 2 は棄却せざるを得な
い。しかし，モバイルの効用をネガティブにとら
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えている者の世間に対する考え方に，統計的有意
差（双方とも p<.000）がみられた。仮説検証の
ため特に関係が深いと思われる 7 項目について取
り上げ，「よくあてはまる」「まあ，あてはまる」
の人の合計を比較した結果が，図 8 と図 9 になる。
まず，LINE やメールに返信がないとイライラ
する人としない人の間で，考え方の違いをみると，
返信がないとイライラする人の方が，すべての項
目を高く評価している。特に大きな差が見て取れ
るのは，「友だちが自分をどう評価しているのか
気になる」という項目で，友人からの評価が気に
なるために，返信がないとイライラするのではな
いかと考えらえる。
同じように，返信がないと不安になる人となら
ない人間での考え方の違いをみてみると，返信が
ないと不安になる人のほうがやはり，友人からの
評価を非常に気にする傾向にある。が，イライラ
する人にくらべ不安な人の方が評価を気にする傾
向が強いことがわかる。そもそも，「イライラ」
と「不安」を学生は一般的な言葉の意味合いとし
てとらえた回答と考えられるので，「イライラ」
は思い通りにならない不快なこと，「不安」とは
気がかりで落ち着かない様子ととらえた場合であ
ることを考慮しておかねばならない。
興味深いのは，返信がなくても不安ではない人
が，「関わりのない人を思いやる必要がない」「ニ
ュースは関係ない」を高く評価しているというこ
とである。先にも論じたが，環境を理解すること
をしないという姿勢が，モバイルを利用する上で
の不安感を軽減しているという皮肉な結果である。
まとめと今後の展望
本研究における調査で明らかになった点は以下
の通りである。
1，SNS はもはや学生のコミュニケーションに
とって必須ツールで，特に LINE，Twitter，
Facebook の登録者数が多い。
2，SNS の利用時間は圧倒的に女子学生の方が
長い。
3，SNS をやめたいと思ったことがある学生の
ほとんどが，SNS 上での友人関係の悪化や，
SNS を利用することでの不利益など，ネガティ
ブな効用を強く意識している。
4，身近な人に親切にしている，友達や目上の
人など評価を気になるといったことを非常に気に
かけているという意味で，世間に縛られている。
特に自分より年齢や立場的に上の者からの視線を
気にする傾向が強い。
5，自らの置かれた環境について適応しようと
いう努力をしない学生ほど，社会的マナーを守っ
ていないという自覚がある。
6，ニュースは自分とは関係がない，関わりの
ない人を思いやる必要はないと考える人ほど，世
間を重要視しており，主観的感覚の中で生きてい
ることが垣間見える。
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図 8　 メール返信がないとイライラする人としない人
の考え方の差（％）
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図 9　 メール返信がないと不安になる人とならない人
の考え方の差（％）
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7，SNS 利用頻度と，世間に対する考え方に相
関関係はなく，むしろモバイルメディアの効用を
ネガティブにとらえる人ほど，世間を重要視する
傾向が強い。
今回の調査設計として，SNS の利用に世間の
考え方が反映されることを前提に置いた。結果と
して，SNS の利用実態と世間の考え方は相関関
係にはなかった。むしろ SNS を利用する環境，
つまりモバイルメディアの使い方そのものに，世
間の考え方が反映されていることが伺えた。世間
とは非常に主観的概念であるが，世間内の人間か
らの評価という意味での視線を気にする一方，見
ず知らずの人からの視線は想像が出来ない学生も
多く存在し，そのような対人関係やコミュニケー
ションの有り方が，モバイルメディアの利用行動
を決定付けていると考えらえる。とはいえ，日常
生活の延長線上にSNSがあることを踏まえると，
SNS の利用頻度ではない使い方，例えば書き込
み内容や，その中で展開される友人関係の調査と
いった，内容分析的な手法でのアプローチ求めら
れる。
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